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議案番号 件　　名
条例に関する議案

議案第４９号
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正（法律の改正に基づく住登外者宛名番号を付番・管理するための規定の整備）

議案第５0号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正（法律の改正に基づく職員の育児等に伴う休業取得に関する規定の
整備）

議案第５1号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正（法律の改正に基づく職員の育児等に伴う休業取得に関する規定の整備）

議案第５2号 事務手数料条例の一部改正（自治体情報システムの標準準拠による証明書の様式変更に伴う規定の整備）

議案第５3号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正（政令の施行に対応する条項の整
理・修正）

議案第５4号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正（政令の施行に対応する条項の整理・修正）

議案第５5号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正（法律の改正に基づく条項の整理・修正）
令和７年度滑川町補正予算に関する議案

議案第48号 専決処分の承認を求めることについて（一般会計（第２号））（定額減税にかかる不足額給付金）

議案第５6号 一般会計（第３号）（国庫支出金・県支出金の増額、前年度繰越金の確定等に伴う補正）

議案第５8号 介護保険特別会計（第１号）（前年度決算に伴う負担金返還分等の補正）

議案第60号 水道事業会計（第２号）（水道料金減免に伴う財源補正等）

議案第61号 下水道事業会計（第２号）（事業費精査等に伴う公共下水道事業費用及び浄化槽事業費用の補正）
その他の議案

議案第62号 工事変更契約の締結（宮前小学校浄化槽設置工事の増額変更）

議案第63号 基本協定書の締結（公園駅南通大橋の補修工事）

議案第64号 財産の取得（避難所用パーテーション）

議案第65号 財産の取得（組立式トイレ）

議案第66号 財産の取得（防災倉庫）

議案第67号 工事請負契約の締結（指定避難所空調設備設置工事）

認定第２号 令和６年度滑川町水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定

認定第３号 令和６年度滑川町下水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定

滑川町の人事案件に関する議案
議案第68号 教育委員会委員の選任

第248回滑川町議会定例会（９月２日～９月９日）　審議結果一覧

　本議会は決算議会として令和６年度一般会計、３つの特別会計、企業会計の水道事業会計と下水道事業会計を　本議会は決算議会として令和６年度一般会計、３つの特別会計、企業会計の水道事業会計と下水道事業会計を
認定しました。そのほか一般会計・特別会計補正予算など21議案が慎重審議され原案通り可決されました。認定しました。そのほか一般会計・特別会計補正予算など21議案が慎重審議され原案通り可決されました。

第248回 滑川町議会９月定例会

議案番号 審議結果一覧

議席
番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議長

結
果

小
澤　
　

実

上
野　

葉
月

瀬
上　

邦
久

阿
部　

弘
明

西
宮　

俊
明

北
堀　

一
廣

松
本　

幾
雄

赤
沼　

正
副

原　
　
　

徹

谷
嶋　
　

稔

中
西　

文
寿

吉
野　

正
浩

井
上　
　

章

内
田　

敏
雄

令和７年度滑川町補正予算に関する議案

議案第57号
国民健康保険特別会計（第1号）（国庫支出金・県支
出金の決定、前年度繰越金の確定等に伴う補正）

賛成
多数 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第59号
後期高齢者医療特別会計（第1号）（国庫支出金の決
定、前年度繰越金の確定等に伴う補正）

賛成
多数 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

その他の議案

認定第１号 令和６年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定 賛成
多数 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

● 審議の分かれた議案

※〇は賛成　×は反対　※人事案件の採択については「同意」となります。　※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

● 全員賛成の議案
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※�収益的収支：収入とは一事業年
度における営業活動に伴い発生
する収益、支出とはそれに対応
する費用
※�資本的収支は将来の営業活動に
備えて行う諸施設の建設改良費
や企業債の元金償還の支出とそ
の財源となる収入。
※�資本的収支の不足額は当年度消
費税資本的収支調整額及び過年
度損益勘定留保資金で補填。

3

Q
第
６
次
総
合
振
興
計
画
基
本
構

想
」
策
定
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
町
の
課
題
を
述
べ
る
。

「
自
然
環
境
の
保
護
」
の
課
題
は
町
の

魅
力
を
保
全
す
る
課
題
だ
。
太
陽
光
条

例
の
改
正
、
福
田
小
な
ど
に
よ
る「
沼

の
自
然
調
査
」
を
広
げ
る
な
ど
も
必
要

だ
。

「
農
業
支
援
の
強
化
」
は
緊
急
の
課
題

だ
。
今
、
守
ら
な
け
れ
ば
５
年
後
、
10

年
後
に
は
い
な
く
な
る
。
町
独
自
で
農

家
へ
の
所
得
補
償
や
価
格
保
障
を
行

う
。
学
校
給
食
を
直
営
方
式
で
地
産
地

消
を
進
め
、
有
機
農
業
や
無
農
薬
化
で

安
全
な
給
食
の
提
供
を
進
め
る
。
等
の

施
策
が
必
要
だ
。

「
若
者
の
定
着
の
た
め
の
産
業
振
興
」

は
若
者
の
就
業
・
就
学
先
は
町
内
が

14
％
に
留
ま
っ
て
い
る
町
の
課
題
だ
。

企
業
誘
致
だ
け
で
は
改
善
が
見
ら
れ
な

い
。
今
後
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

「
福
祉
産
業
」
と
担
い
手
で
あ
る
労
働

者
の
育
成
が
必
要
だ
。
町
は
福
祉
産
業

の
育
成
と
担
い
手
を
養
成
す
る
学
校
の

誘
致
な
ど
魅
力
あ
る
産
業
育
成
を
行
う

べ
き
だ
。

「
公
共
施
設
の
整
備
」
で
は
駅
周
辺
の

整
備
計
画
を
住
民
参
加
で
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

A
第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
骨
子
を

策
定
中
。
現
時
点
で
課
題
と
し
て
公
民

連
携
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
雇
用
の
創

出
、
産
業
支
援
な
ど
が
あ
る
。
今
後
、

原
案
を
各
種
審
議
会
に
諮
る
予
定
。

総
括
質
疑

収入 支出

水 道 事 業
収益的収支 382,613,388 367,187,373
資本的収支 266,750,226 325,161,686

公 共 下 水 道 事 業
収益的収支 353,985,248 360,745,267
資本的収支 145,729,530 141,176,523

農 業 集 落 排 水 事 業
収益的収支 104,214,802 99,649,724
資本的収支 35,579,000 36,199,195

公 共 浄 化 槽 事 業
収益的収支 28,584,865 24,056,786
資本的収支 5,903,400 6,375,579

会　　　計 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（Ａ－Ｂ）
一　般　会　計 8,475,950,333 8,141,675,579 334,274,754

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,495,892,856 1,436,093,372 59,799,484
介 護 保 険 1,372,381,166 1,167,545,871 204,835,295
後期高齢者医療 248,040,732 235,267,286 12,773,446
合　　　計 11,592,265,087 10,980,582,108 611,682,979

●実質収支比率は前年度の6.2％から5.4％に下がっているものの、実質収支は今年度も黒字を維持している。
●�経常的収支比率は、財政構造の弾力性を判断するもので、前年度の89.8％から91.9％に上がっている。人件費、
扶助費、公債費などの経常的経費の適正な管理執行に充分留意されたい。
●�町債残高は若干の減少傾向にあるが、町債は長期間の借金であり、公債費の継続的増大を伴うものであるから、
極力抑制に努められたい。
●�今後も行政要望に伴う事務事業や教育環境整備等に関わる財政負担等、財政を取り巻く状況は依然として厳しさ
が続くものと思われる。したがって、予算の執行に当たっては、事務の効率化及び事業の必要性を徹底検証され
たい。そして受益者負担等の自主財源の確保や、一部の事務事業の見直しを含めた事業効果を十分検討のうえ、
引き続き経費の削減に取り組んでいただきたい。
●�経常収支比率は、ここ数年高い比率で推移し財政的余裕が乏しくなっているため、財政の健全化になお一層の努
力をされたい。
●�予算の管理執行については歳入欠陥、不用額などが見受けられるため、適切な予算の管理執行に努められたい。
特に歳入欠陥は、歳出予算に大きな影響を及ぼすため、適切な予算の管理に努められたい。

監査委員による決算意見書

（単位：円）

（単位：円）

令和６年度会計 歳入歳出決算認定令和６年度会計 歳入歳出決算認定
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町
の
財
政
状
況
が
年
々
悪
化

し
て
い
る

Q
財
政
力
指
数
の
推
移
と
悪
化

の
要
因
は
。

A
財
政
力
指
数
は
年
々
低
下
傾

向
。
今
後
の
人
口
増
加
は
限
定
的

で
社
会
保
障
費
の
増
加
等
に
よ

り
、
財
政
力
指
数
は
横
ば
い
か
、

少
し
ず
つ
低
下
し
て
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

Q
実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字
が

続
い
て
い
る
が
。

A
令
和
５
年
度
・
６
年
度
と
も

に
２
年
連
続
で
実
質
単
年
度
収
支

が
赤
字
と
な
っ
た
。
赤
字
が
複
数

年
続
く
と
財
政
状
況
が
非
常
に
悪

い
状
況
だ
。
基
金
の
積
立
・
取
り

崩
し
に
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

Q
財
政
力
指
数
が
低
下
し
て
い

る
一
方
で
、
実
質
公
債
費
比
率
は

改
善
し
て
い
る
。
こ
れ
は
歳
入
確

保
に
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
堅
実

な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
の
進
め
方
は
。

A
近
年
は
国
の
物
価
高
対
策
に

よ
る
普
通
交
付
税
の
再
算
定
等
の

影
響
に
よ
り
、
財
政
力
指
数
の
低

下
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
公
共
施
設
整
備
に
よ
る
公
債

費
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
を
活
用
し
収
入
を
確

保
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指

す
。税

金
滞
納
者
の
電
話
催
促

の
効
果
は

Q
税
の
滞
納
者
へ
の
電
話
催
告

の
効
果
は
ど
の
程
度
か
。

A
令
和
６
年
度
に
電
話
催
告
を

実
施
し
た
件
数
は
５
８
７
件
。
２

２
７
件
で
滞
納
者
と
連
絡
が
取

れ
、
30
件
程
度
に
納
付
書
を
発
送

し
た
。
納
付
が
あ
っ
た
の
は
20
名

程
度
。
電
話
催
告
で
お
よ
そ
３
～

４
％
程
度
が
納
付
に
つ
な
が
っ
た
。

Q
職
員
退
職
者
の
勤
続
年
数
に

財
政
力
指
数
と
実
質
公
債

費
比
率
の
傾
向
と
今
後
の

対
策
は

退
職
職
員
の
勤
続
年
数
は

つ
い
て
。

A
令
和
６
年
度
中
に
普
通
退
職

し
た
職
員
は
３
名
（
30
代
１
名
、

50
代
１
名
、
60
代
１
名
）。
30
代

の
退
職
者
の
勤
続
年
数
は
10
年
。

町
民
保
険
課
の
会
計
年
度

任
用
職
員

Q
町
民
保
険
課
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
属
性
と
業
務
内
容
は
。

A
５
名
全
員
が
女
性
。
３
名
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
業

務
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
等
の
業

務
を
担
当
。

　

２
名
は
国
民
年
金
、
国
民
健
康

保
険
等
の
窓
口
業
務
。

農
業
委
員
の
な
り
手
不
足

Q
農
業
委
員
の
な
り
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
対
応
は
。

A
認
定
農
業
者
の
人
数
は
要
綱

で
規
定
さ
れ
て
お
り
要
件
緩
和
は

困
難
。

雑
草
刈
払
い
等
作
業
員
手

数
料

Q
雑
草
刈
払
等
作
業
員
手
数
料

の
支
出
先
は
。

A
個
別
発
生
し
た
作
業
に
対
す

る
支
払
い
で
あ
り
一
括
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
発
注
し
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
町
で
管
理

す
る
公
園
、
球
場
等
の
施
設
の
補

修
・
草
刈
り
・
枯
れ
木
剪
定
等
に

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ

け
で
な
く
民
間
事
業
者
へ
依
頼
し

た
作
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
募
集
は
不
適
切
で
は

Q
自
衛
官
募
集
事
務
委
託
金
（
２

１
０
０
０
円
）
が
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
町
の
広
報
で
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
の
募
集
が
中
学
生
向

け
に
行
わ
れ
る
。
同
校
は
自
衛
官

養
成
を
目
的
と
し
た
教
育
機
関
で

２
・
３
学
年
で
は
射
撃
訓
練
と
戦

闘
訓
練
も
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
は

戦
前
の
陸
軍
兵
学
校
を
思
わ
せ
平

和
を
町
政
の
柱
と
す
る
滑
川
町
と

し
て
こ
の
よ
う
な
広
報
へ
の
掲
載

は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

A
他
の
自
治
体
も
同
様
に
広
報

し
て
お
り
、
滑
川
町
だ
け
掲
載
し

な
い
こ
と
は
で
き
な
い
。

外
国
人
の
人
権
を
守
る
啓

発
は

Q
同
和
問
題
に
関
す
る
人
権
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
今
社

会
的
に
外
国
人
へ
の
ヘ
イ
ト
な
ど

人
権
問
題
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
外
国
人
に
対
す
る
人
権
問
題

の
啓
発
も
必
要
だ
。

A
全
戸
配
布
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て
も
記
載
し
て
い
る
。

決算審査　委員長・副委員長

令和 6年度決算令和 6年度決算

町全体の決算額（歳出）は約 123億円。下水道等・国民健康保険等を除いた一般会計歳出総額は約 81億円。歳入・
歳出ともに３年連続の増加となっています。

決算審査特別委員会
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Q
行
政
報
告
書
に
は
「
多
数
」

と
あ
る
が
、
令
和
６
年
８
月
７
日

か
ら
８
日
の
大
雨
に
よ
る
車
両
水

没
の
具
体
的
な
台
数
は
。

A
正
確
な
台
数
は
把
握
し
て
い

な
い
。

Q
対
策
工
事
等
の
前
提
と
な
る

災
害
調
査
は
し
っ
か
り
す
べ
き

だ
。
行
政
の
透
明
性
を
保
つ
、
公

表
で
き
る
被
害
調
査
を
今
後
行
っ

て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
か
。

A
今
後
は
実
数
が
わ
か
る
よ
う

に
各
被
害
場
所
等
も
把
握
し
、
各

課
と
も
連
携
し
な
が
ら
数
字
の
方

を
し
っ
か
り
固
め
て
い
き
た
い
。

Q
羽
尾
表
土
地
改
良
区
内
道
路
・

宮
小
プ
ー
ル
用
地
・
福
田
両
表
農

村
公
園
用
地
は
、
土
地
購
入
後
、

施
設
の
開
発
利
用
ま
で
進
ん
で
い

な
い
。
い
わ
ゆ
る
、
土
地
を
寝
か

せ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
だ
。
土

地
開
発
基
金
は
ど
の
よ
う
な
運
用

を
し
て
い
る
の
か
。

A
将
来
の
事
業
執
行
に
あ
た

り
、
土
地
の
取
得
が
必
要
な
場
合

に
、
当
基
金
を
活
用
し
、
土
地
を

購
入
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

後
の
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
よ

り
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
も
中
に
は
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
基
本
設
計
策
定

等
業
務
委
託

Q
進
捗
状
況
は
。

A
令
和
５
年
度
の
基
本
計
画
、

令
和
６
年
度
に
基
礎
調
査
と
基
本

設
計
が
完
了
。
建
物
を
建
設
す
る

た
め
の
詳
細
な
図
面
を
作
る
実
施

設
計
業
務
を
今
年
度
実
施
中
。

Q
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
農
村
公
園

用
地
等
、
建
設
計
画
の
担
当
課
と

実
際
に
管
理
す
る
担
当
課
が
違
う

た
め
に
途
中
で
中
止
や
変
更
と
な

る
こ
と
が
、
滑
川
町
の
継
続
し
た

課
題
で
あ
る
。
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
計
の
担
当
課
は
。

A
総
務
政
策
課
。
様
々
な
専
門

土
地
開
発
基
金
の
活
用
要
件
は

的
観
点
か
ら
教
育
委
員
会
な
ど
関

係
課
局
で
庁
内
会
議
を
行
っ
て
い

る
。
稼
働
し
た
際
に
は
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
し
た
い
。

要望
お
そ
ら
く
今
ま
で
も
そ
の
よ
う

に
思
い
つ
つ
進
め
、
最
後
調
整
が

つ
か
な
か
っ
た
。
当
件
は
住
民
意

見
を
十
分
に
聞
く
段
階
が
な
い
。

今
か
ら
で
も
住
民
意
見
を
入
れ
進

め
る
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Q
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約
で
曜

日
ご
と
の
混
雑
状
況
は
把
握
し
て

い
る
か
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
行

わ
れ
る
水
曜
と
金
曜
が
混
ん
で
い

る
と
聞
い
た
。

A
予
約
困
難
曜
日
に
つ
い
て
は

資
料
が
な
く
不
明
。
予
約
を
断
っ

た
件
数
は
77
件
。

Q
ご
み
処
理
費
用
が
民
間
委
託

に
よ
り
増
加
し
た
が
何
％
の
増
加

か
。A令

和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
に
か
け
て
、
ト
ン
あ
た
り
負
担

金
が
５
％
増
加
。
負
担
金
総
額
に

は
可
燃
物
以
外
の
不
燃
資
源
も
含

ま
れ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約
困
難

な
曜
日
は

民
間
委
託
化
で
ご
み
処
理
費

用
の
増
加
率
は

Q
内
容
は
。

A
舗
装
工
事
を
２
路
線
行
っ

た
。
１
本
目
は
月
の
輪
七
丁
目
地

内
・
月
の
輪
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
よ

り
西
へ
、
１
０
８
号
線
を
約
３
２

０
ｍ
。
も
う
１
路
線
は
羽
尾
地

内
・
宮
小
下
の
Ｔ
字
路
か
ら
東

へ
、
１
０
９
号
線
を
約
３
２
０
ｍ

施
工
し
た
。

防
災
安
全
社
会
資
本
整
備

交
付
金
事
業
道
路
等
工
事

６
１
４
９
万
円

水深140cmの記録があり、車両被害も大きかった場所

町道108号線道路工事起点
コンビニ前から月の輪小方向へ

令和6年度舗装修繕工事箇所図　108号

町道 109号線道路工事起点
宮前小学校坂下T字路からコミュニティセンター方向へ

令和 6年度舗装修繕工事箇所図 -109号

８
月
７
日
豪
雨
被
害
状
況
の

詳
細
調
査
は
必
須

Q
舗
装
が
必
要
な
道
路
は
複
数

あ
る
が
、
優
先
順
位
を
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
。

A
現
状
の
ひ
び
割
れ
率
・
わ
だ

ち
掘
れ
量
等
を
数
値
化
し
、
そ
の

数
値
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

要望
そ
れ
ら
数
値
に
加
え
、
道
路

の
使
用
率
、
１
日
に
車
が
何
台
通

る
の
か
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。
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Q
森
林
公
園
駅
前
の
植
栽
は
、

か
な
り
荒
れ
て
き
て
い
る
印
象

だ
。
予
算
を
か
け
て
丁
寧
に
管
理

で
き
な
い
か
。

A
数
十
年
前
に
比
べ
樹
木
の
被

害
が
目
立
つ
。
害
虫
・
猛
暑
・
樹

木
の
寿
命
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
枯
木
を
中
心
に
伐
採

剪
定
し
、
生
き
て
い
る
木
は
極
力

残
す
管
理
を
し
て
い
る
。
滑
川
町

の
玄
関
口
で
あ
り
、
景
観
に
配
慮

し
た
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。
低
木
の
管
理
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
一
括
で
委
託
・

発
注
し
て
い
る
。

要望
作
業
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
と
話
し
た
際
、
植

栽
に
関
し
て
は
素
人
な
の
で
、
と

言
っ
て
い
た
。
植
栽
全
体
の
管
理

は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
植
木
屋
・
プ
ロ
に
管
理
を
依

頼
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

森
林
公
園
駅
前
広
場
等
植

栽
管
理
委
託
料
44
万
円

Q
福
祉
課
・
高
齢
介
護
課
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
属
性
と
業
務

内
容
は
。

A
福
祉
課
・
女
性
２
名
、
男
性

６
名
。
業
務
内
容
は
デ
マ
ン
ド
交

通
受
付
２
名
、
ド
ラ
イ
バ
ー
４

名
、
一
般
事
務
１
名
、
子
ど
も
家

庭
支
援
員
１
名
。

　
高
齢
介
護
課
・
６
名
、
全
員
が

女
性
。高
齢
者
福
祉
担
当
１
名（
一

般
事
務
）、
介
護
保
険
担
当
５
名

（
う
ち
１
名
一
般
事
務
、
４
名
認

定
調
査
員
）

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
事

業
と
は

Q
こ
の
事
業
の
内
容
は
。

A
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
を
一
体
的
に
行
う
も
の
。
国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
健
康
状
態
不
明
者
や
低
栄

養
疑
い
者
を
抽
出
。
令
和
６
年
度

は
53
名
の
健
康
状
態
不
明
高
齢
者

を
特
定
し
支
援
を
実
施
す
る
も
の
。

認
知
症
見
守
り
シ
ー
ル
事
業

の
利
用
状
況
は

Q
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー

ル
交
付
事
業
が
令
和
６
年
度
は
利

用
者
０
名
だ
が
検
討
が
必
要
で
は
。

A
過
去
に
は
３
名
利
用
実
績
が
あ

り
今
年
度
は
新
規
利
用
者
１
名
だ
。

福
祉
課
・
高
齢
介
護
課
の

会
計
年
度
任
用
職
員

生
活
保
護
相
談
で
預
金
残
高

の
指
導
は

Q
生
活
保
護
相
談
で
保
護
に
至

ら
な
か
っ
た
件
数
は
。
預
金
残
高

の
指
導
は
し
て
い
る
か
。

A
生
活
保
護
相
談
は
24
世
帯
、

う
ち
12
世
帯
が
保
護
に
至
ら
な

か
っ
た
。
保
護
に
至
ら
な
い
主
な

ケ
ー
ス
は
、
施
設
利
用
費
用
の
支

払
い
困
難
、
年
金
不
足
に
よ
る
生

活
困
窮
な
ど
。
預
金
残
高
の
基
準

は
町
で
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
判

断
は
埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務
所
が

担
当
。
町
で
は
預
金
残
高
を
参
考

に
報
告
す
る
が
、
保
護
判
断
基
準

は
考
慮
し
て
い
な
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
水
質
調
査
は

Q
河
川
・
農
業
用
水
の
水
質
調

査
の
検
査
項
目
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
含

ま
れ
る
か
。

A
水
質
調
査
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
管
内
で
統
一

し
た
項
目
で
実
施
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
は
今
後
の
検
討
課
題
。

沼
の
水
質
調
査
へ
の
参
加
状

況
は

Q
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

の
生
物
水
質
調
査
の
参
加
状
況
は
。

A
令
和
４
年
度
よ
り
開
始
し
、

令
和
５
・
６
年
度
は
小
中
学
生
の

参
加
者
が
増
加
傾
向
。
新
た
に
滑

川
総
合
高
校
が
加
わ
っ
た
。

総
合
運
動
公
園
整
備
用
材
料

費
７
９
２
０
０
円

Q
内
容
は
。

A
除
雪
用
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
の
砂
の
購
入
に

使
用
し
て
い
る
。

Q
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
現
状
は
。

A
盗
難
被
害
後
に
ト
イ
レ
等
に

必
要
な
管
理
等
の
電
源
部
分
の
み

緊
急
修
繕
で
復
旧
し
て
い
る
。

Q
体
育
施
設
に
何
か
し
ら
の
緊

急
的
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A
体
育
施
設
に
限
ら
ず
学
校
施

設
は
、
通
常
修
繕
料
と
し
て
当
初

予
算
を
つ
け
る
。
大
規
模
な
修
繕

の
際
、
緊
急
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

予
算
の
流
用
、
も
し
く
は
予
備
費

の
充
当
で
対
応
し
て
い
る
。

給
食
の
米
の
単
価
は

Q
給
食
用
の
米
は
町
内
の
谷
津

田
米
が
使
わ
れ
て
い
る
。
米
が
高

騰
し
て
い
る
が
単
価
は
。

A
給
食
用
米
は
農
協
か
ら
購
入
し
単

価
は
農
協
が
決
定
。
昨
年
度
途
中
で
単

価
変
更
が
あ
り
、
価
格
が
上
昇
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
弁
当
の
負
担
大

き
い
」
へ
の
対
応
は

Q
親
子
ふ
れ
あ
い
弁
当
が
保
護
者
か

ら
負
担
が
大
き
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

A
親
子
の
触
れ
合
い
時
間
確
保

の
た
め
継
続
し
て
い
く
。

給
食
用
品
費
と
給
食
委
託
料

Q
給
食
費
に
は
物
価
高
騰
の
た
め

の
補
正
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A
含
ま
れ
て
い
る
。

Q
年
度
途
中
の
予
期
せ
ぬ
事
象
に

対
処
す
る
た
め
の
項
目
は
あ
る
か
。

A
そ
の
た
め
の
予
算
科
目
は
な

く
、
原
則
補
正
予
算
で
対
応
し
て
お

り
、そ
の
財
源
は
一
般
財
源
と
な
る
。

児
童
福
祉
総
務
費
が
増
え
て

い
る

Q
時
間
外
勤
務
手
当
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
が
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。

A
児
童
手
当
の
改
定
が
あ
り
、

事
務
量
が
増
え
た
。

Q
利
用
者
支
援
事
業
補
助
金
は

金
額
が
大
き
く
、
前
年
度
か
ら
の

伸
び
も
大
き
い
。
な
お
、
算
出
根

拠
が
分
か
ら
な
い
。

A
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
交
付
金
」
の
交
付
要
綱
に
沿
っ

て
算
出
し
て
い
る
。

子
育
て
応
援
金
支
給
事
業
は

今
後
廃
止
か

Q
子
育
て
応
援
金
支
給
事
業
は

子
育
て
支
援
金
支
給
事
業
を
引
き

継
い
だ
事
業
だ
が
、
令
和
６
年
度

末
で
廃
止
と
な
る
の
か
。

A
国
の
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
事
業
」
が
恒
久
的
な
制
度
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
役
割
を
終

え
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

森林公園北口広場
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乳
幼
児
健
診
の
時
期

Q
３
歳
児
健
診
が
３
歳
６
～
８

か
月
で
実
施
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

A
３
歳
児
健
診
で
は
尿
検
査
、
視

力
検
査
、
聴
力
検
査
な
ど
子
ど
も

自
身
が
行
う
検
査
が
多
く
、
３
歳

時
点
で
は
難
し
い
検
査
が
あ
る
た

め
３
歳
を
過
ぎ
て
実
施
し
て
い
る
。

要望
３
歳
半
で
は
、
半
分
程
度
の
子

が
幼
稚
園
・
保
育
園
年
少
に
進
級
す

る
。
発
達
障
害
等
で
対
応
が
必
要
な

子
も
い
る
。
幼
稚
園
入
園
前
に
健
診

を
実
施
す
る
必
要
性
も
あ
り
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
再
考
し
て
ほ
し
い
。

要
保
護
児
童
援
助
費

Q
こ
の
費
用
と
い
う
の
は
年
々

の
傾
向
増
加
し
て
い
る
の
か
。
物

価
高
騰
等
に
よ
る
経
済
的
困
窮
の

影
響
は
出
て
い
る
か
。

A
こ
ち
ら
の
人
数
は
微
増
の
状
況
。

そ
の
影
響
は
出
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

奨
学
金

Q
奨
学
金
の
利
用
者
が
な
か
な
か

伸
び
な
い
。
奨
学
金
を
必
要
と
す

る
方
は
多
く
な
る
経
済
情
勢
か
と

思
う
。
何
か
し
ら
使
い
に
く
い
要

因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
使
い

や
す
い
よ
う
条
件
を
緩
和
す
る
な

ど
の
見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

A
条
件
等
を
見
直
す
こ
と
は
考

え
て
は
い
な
い
。
利
用
拡
大
の
た

め
周
知
方
法
等
を
見
直
す
こ
と
を

つ
い
て
の
対
応
だ
。
町
は
そ
の
被

害
総
額
も
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
被
害
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査

を
行
い
被
害
住
民
と
の
話
し
合
い

を
丁
寧
に
行
う
べ
き
だ
っ
た
。

第
三
に
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
工
事
が
昨
年
行
わ
れ
た

が
今
年
も
ま
た
故
障
し
エ
ア
コ
ン
が

使
え
な
い
事
態
だ
。
き
ち
ん
と
し
た

修
繕
工
事
を
行
い
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

賛　
　
　

成

ま
ず
今
回
提
出
さ
れ
た
決
算
報

告
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
当

初
の
予
算
に
基
づ
き
、
各
事
業
が

計
画
ど
お
り
進
行
し
全
体
的
に
期

待
さ
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
監
査
報
告
で
も

特
段
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
お
ら

ず
透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

歳
入
欠
陥
や
不
用
額
な
ど
い
く
つ

か
の
改
善
点
や
課
題
も
存
在
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今

後
の
予
算
編
成
や
事
業
計
画
の
中

で
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
も
効
率
的
効

果
的
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
本
決
算
を
通
じ

て
私
た
ち
の
地
域
が
さ
ら
な
る
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
を
確
信
し
賛
成

の
討
論
と
す
る
。

討　
　
　

論

反　
　
　

対

反
対
の
理
由
は
第
一に
町
の
財

政
状
況
か
ら
見
た
使
い
方
の
問
題

だ
。
こ
れ
ま
で
人
口
増
に
よ
る
町

税
が
伸
び
て
き
た
。
し
か
し
、
社

会
保
障
関
係
費
な
ど
が
急
増
し
そ

の
増
加
率
が
収
入
額
を
上
回
っ
て

し
ま
っ
た
。
２
０
２
４
年
で
そ
の

差
は
９
億
８
千
万
円
ま
で
広
が
っ

た
。
単
年
度
収
支
は
３
年
連
続
し

て
赤
字
。
経
常
収
支
比
率
は
３
年

連
続
し
て
悪
化
し
た
。
今
後
も
高

齢
化
は
進
み
、
こ
の
傾
向
は
大
き

く
な
る
。
収
入
面
で
は
人
口
の
増

加
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
進
ま
な

い
と
予
想
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
で
製
造
業
は
落
ち
込
む
と
心
配

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
る
と
町
は
極
力
節
約
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

昨
年
40
周
年
事
業
に
１
３
８
３
万

円
を
つ
ぎ
込
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
基
本
設
計
に
２
７
７
０

万
円
が
支
出
さ
れ
、
建
設
資
材
や

人
件
費
が
高
騰
す
る
中
で
工
事
費

用
の
増
が
心
配
さ
れ
る
。

第
二
に
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
に

議

案

第

48

号

定
額
減
税
事
業
で
減
税
も

給
付
も
さ
れ
な
い
方
へ

Q
令
和
６
年
度
の
定
額
減
税
で

給
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
へ
の
給
付

事
業
だ
が
ど
う
い
う
方
が
対
象
か
。

A
令
和
６
年
度
の
減
税
措
置
で

減
税
し
き
れ
な
か
っ
た
方
と
、
新

た
に
滑
川
町
に
転
入
し
て
き
た

方
。
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で

滑
川
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
が
対

象
。

議

案

第

49

号

「
住
登
外
」者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
は

Q
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
に
よ
り
住
民

票
に
住
所
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
で

追
跡
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
う
方
の

た
め
に
住
民
票
を
置
か
ず
に
い
る

方
「
住
登
外
」
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
。

A
本
人
以
外
は
住
民
票
や
戸
籍

の
発
行
を
制
限
す
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
が
制
限
さ
れ

る
以
外
は
他
の
住
民
と
同
じ
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
カ
ー
ド
の

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

議
案
審
議

議
案
審
議

利
用
に
よ
っ
て
住
所
な
ど
の
個
人

情
報
が
特
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
防

ぐ
た
め
。
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用

で
き
な
く
な
る
。

議

案

第

56

号

「
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
」
は

工
事
で
も
使
え
る
か

Q
県
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
創
造

資
金
」
９
７
０
万
円
が
コ
ミ
セ
ン

の
設
計
に
使
わ
れ
る
が
工
事
に
も

使
え
る
補
助
金
な
の
か
。

A
来
年
度
以
降
の
工
事
に
も
補
助

金
が
使
え
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

Q
財
政
調
整
基
金
へ
の
４
５
０

０
万
円
の
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ

た
。
基
金
の
残
高
は
。

A
年
度
末
の
残
高
見
込
み
は
８

億
５
２
３
７
万
８
０
０
０
円
。

介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら

の
繰
入
金

Q
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金
を

一
般
会
計
に
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
今
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

A
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
令

和
６
年
度
に
一
般
会
計
か
ら
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
繰
出
を
し
て
お

り
、
充
当
し
た
事
業
の
決
算
額
を

踏
ま
え
て
翌
年
度
一
般
会
計
へ
返

還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

考
え
た
い
。

要望
せ
っ
か
く
の
基
金
が
も
う
少
し

活
用
さ
れ
る
よ
う
改
善
し
て
ほ
し
い
。
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「
子
ど
も
若
者
ま
ち
づ
く

り
委
員
」
と
は

Q
「
子
ど
も
若
者
ま
ち
づ
く
り
委

員
謝
礼
」
に
８
万
円
の
予
算
だ
が

ど
う
い
う
事
業
か
。
総
合
振
興
計

画
の
策
定
に
関
わ
る
の
か
。

A
委
員
は
公
募
で
20
名
を
予

定
。
こ
ど
も
基
本
法
の
制
定
等
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
町

の
政
策
に
反
映
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
。
総
合
振
興
計
画
に
は
既

に
若
者
の
意
見
を
聴
取
済
み
。

保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援

Q
保
育
士
宿
舎
借
上
げ
支
援
事

業
へ
の
利
用
状
況
と
補
正
の
内
容

は
。A希

望
す
る
４
園
に
対
し
て
分

配
。
希
望
す
る
園
が
増
え
た
た

め
、
補
正
予
算
が
追
加
さ
れ
た
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
補
助

の
利
用
条
件
緩
和
を

Q
嵐
山
町
で
は
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
金
の
予
算
が
30
万
円

で
、
す
ぐ
に
埋
ま
る
と
聞
い
て
い

る
。
利
用
条
件
の
緩
和
を
求
め
る
。

A
当
初
予
算
４
万
円（
２
名
分
）

に
加
え
、
申
請
者
が
増
え
た
た
め

合
計
６
名
分
と
な
っ
た
。
条
件
緩

和
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉
事

業
検
討
委
員
会
で
継
続
的
に
議
題

と
し
て
検
討
す
る
。

民
生
費
の
増
額

Q
老
人
福
祉
団
体
等
活
動
費
補

助
金
の
増
額
理
由
は
。

A
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所
窓
枠
修
繕
の
た
め
の
増
額
。

観
光
費
の
増
額

Q
滑
川
ま
つ
り
事
業
補
助
金
の

増
額
理
由
は
。

A
ポ
ス
タ
ー
印
刷
、
吹
奏
楽
関

連
等
で
追
加
が
発
生
し
た
。

Q
観
光
協
会
補
助
金
の
増
額
理

由
は
。

A
11
月
に
松
島
町
で
「
か
き
祭

り
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
招
待
が
あ
っ
た
た
め
。

土
木
債
の
減
額

Q
土
木
債
の
減
額
理
由
は
。

A
防
災
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
事
業
債
に
つ
い
て
、
当
初
２

路
線
の
工
事
を
予
定
し
て
い
た
が

国
庫
補
助
の
内
示
率
が
減
額
し
た

た
め
事
業
を
縮
小
し
た
。

　
舗
装
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
関

す
る
補
助
金
は
全
国
的
に
需
要
が

多
く
、
町
は
９
５
０
０
万
円
を
要

望
し
た
が
内
示
で
は
約
１
割
の
９

０
５
万
円
し
か
付
か
な
か
っ
た
。

Q
例
年
の
状
況
は
。

A
例
年
も
少
な
い
傾
向
に
あ
る

が
今
年
度
は
特
に
少
な
い
。

Q
減
額
の
理
由
は
。

A
補
助
金
額
が
確
定
し
、
確
定

し
た
補
助
金
に
見
合
っ
た
工
事
の

み
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
る
。
当

初
は
３
路
線
を
要
望
し
て
い
た

が
、
実
際
に
は
予
定
し
て
い
た
2

路
線
か
ら
１
路
線
に
縮
小
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
費
用

Q
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
管
理
更

新
委
託
料
と
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
保
守

等
委
託
料
（
合
計
約
２
０
０
０
万

円
）
が
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

理
由
は
。

A
当
初
予
算
で
は
予
算
編
成
上

財
源
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
。
年

度
内
に
契
約
が
で
き
れ
ば
執
行
可

能
な
た
め
補
正
予
算
で
対
応
す
る

こ
と
に
し
た
。
内
容
は
、
約
２
０

０
０
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
ソ

フ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
更
新
料
と
、
小

中
学
校
４
校
の
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
等
の
保
守
お
よ
び
ラ
イ
セ

ン
ス
料
の
更
新
で
あ
る
。

防
災
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
事
業
７
８
０
０
万
円

幼
稚
園
外
周
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事
８
７
６
万
円

Q
経
年
劣
化
で
あ
れ
ば
当
初
予
算

で
な
く
、な
ぜ
補
正
で
行
う
の
か
。

A
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
た

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
、
２
月
に
不

審
者
が
園
庭
に
入
っ
た
件
が
あ

り
、
現
在
の
80
～
90
㎝
の
フ
ェ
ン

ス
を
１
８
０
㎝
に
高
く
す
る
工
事

を
行
う
。
既
存
の
フ
ェ
ン
ス
を
入

れ
替
え
、
片
開
き
の
門
扉
も
増
設

す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
工
事
の
内
容
は
。

A
35
人
学
級
の
段
階
的
導
入
や

特
別
支
援
学
級
の
ク
ラ
ス
数
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
東
校
舎
１
階

の
広
い
教
室
を
間
仕
切
り
で
２
教

室
に
分
け
る
工
事
で
あ
る
。
工
事

内
容
は
間
仕
切
り
の
設
置
だ
け
で

な
く
、
電
気
設
備
工
事
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
整
備
も
含
ま
れ
る
。

滑
川
中
学
校
東
校
舎
多
目

的
室
の
改
修
工
事

腰高の滑川幼稚園フェンス 滑川幼稚園の劣化したフェンス

多目的教室を２つに区切り２教室とする改修
パソコン画面を投影するためのプロジェクター

など ICT機器も増設される



出
典
：
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
に
つ
い
て
」
令
和
７
年
３
月 

(

Ｐ
10)

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
官
房
総
務
課
支

援
金
制
度
等
準
備
室

9

議

案

第

57

号

国
保
税
に
「
子
育
て
支
援

金
」
の
負
担
が
追
加

Q
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
の
新
設

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
こ

れ
ま
で
国
保
税
に
は
医
療
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
、
介
護
保
険
分

と
３
つ
で
あ
っ
た
が
こ
れ
に
子
ど

も
子
育
て
支
援
分
が
加
わ
る
こ
と

に
な
る
。
子
育
て
支
援
の
費
用
を

医
療
保
険
か
ら
負
担
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
医
療
保
険
と
し
て
の
在

り
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
国
へ

の
意
見
書
な
ど
出
す
必
要
が
あ
る
。

A
「
税
的
な
色
合
い
が
強
い
」

と
感
じ
て
い
る
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金

Q
令
和
８
年
か
ら
新
設
の
た
め

に
行
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。
こ
れ

に
よ
り
国
保
税
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
る
の
か
。

A
前
々
か
ら
１
人
５
０
０
円
等

の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

が
、
現
時
点
で
額
が
未
定
。

Q
シ
ス
テ
ム
改
修
は
可
能
な
状

況
な
の
か
。

A
税
率
等
は
未
定
の
状
態
だ

が
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費

の
算
定
分
の
枠
を
シ
ス
テ
ム
内
に

設
け
る
こ
と
は
可
能
。

Q
子
ど
も
子
育
て
に
関
す
る
事

業
に
使
わ
れ
、
今
ま
で
の
社
会
保

険
税
と
は
性
質
が
違
う
と
捉
え
る

が
、
ど
う
か
。

A
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分
は

子
育
て
支
援
の
た
め
の
財
源
と
し

て
、
徴
収
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
し

て
い
る
。

討　
　
　

論

議
案
第
57
号

令
和
７
年
度
滑
川
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
の
議
定
に
つ
い
て

反　
　
　

対

現
在
は
シ
ス
テ
ム
改
修
と
い
う

と
こ
ろ
で
金
額
は
小
さ
い
が
、
今

後
こ
れ
に
関
す
る
金
額
が
加
算
さ

れ
て
く
る
。
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
費
は
、
事
業
に
対
し
使
わ
れ

社
会
保
険
税
の
従
来
目
的
と
は
意

味
合
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
現
在

国
保
税
負
担
は
重
く
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
項
目

を
付
け
加
え
負
担
金
を
増
や
し
て

い
く
事
に
反
対
す
る
。

賛　
　
　

成

今
後
、
国
民
保
険
税
に
は
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
分
が
入
っ
て
く
る

の
は
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
大
き

な
税
負
担
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
町
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
県
・
国

に
対
し
て
負
担
軽
減
の
要
望
等
は

し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
補
正
予
算
は
、
こ
の

こ
と
以
外
に
も
、
そ
の
他
多
岐
に

渡
る
部
分
で
予
算
補
正
を
し
て
お

り
、
否
決
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費
に

反
対
だ
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
特
別
会
計
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
会
計
か
ら
の
支
出
も
非
常
に

多
い
。
被
保
険
者
が
納
め
て
い
る

議

案

第

59

号

子
ど
も
子
育
て
拠
出
金
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

に
疑
問

Q
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分
の

算
定
で
は
国
保
と
同
じ
よ
う
な
金

額
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
被
保
険
者
の
負
担
額
の
率
は
、

国
保
も
後
期
高
齢
者
も
大
体
同
じ

に
な
る
。
規
模
感
は
未
定
だ
。

Q
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
他
会
計
か
ら
繰
入
ら
れ
て
い

る
金
額
も
多
い
。
そ
の
率
は
。

A
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

が
運
営
財
源
の
ど
の
く
ら
い
の
割

合
を
占
め
る
か
と
い
う
と
、
一
般

的
に
全
体
の
運
営
財
源
の
１
割
が

目
安
。
そ
の
他
の
９
割
は
国
費
・

他
の
医
療
保
険
か
ら
の
拠
出
金
で

賄
わ
れ
て
い
る
。

分
は
た
っ
た
１
割
で
、
そ
こ
に
子

ど
も
子
育
て
支
援
金
と
い
う
別
の

年
齢
層
の
も
の
を
入
れ
込
ん
で
い

く
の
は
、
後
期
高
齢
者
と
い
う
年

齢
層
を
独
立
さ
せ
た
当
初
の
設
立

目
的
か
ら
か
な
り
外
れ
て
く
る
。

他
の
世
代
に
割
く
よ
り
も
、
被
保

険
者
保
険
料
で
運
営
す
る
方
向
を

本
来
は
目
指
す
べ
き
で
、
そ
れ
と

全
く
反
す
る
方
向
に
制
度
が
進
行

し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
非
常

に
違
和
感
を
持
つ
。

議

案

第

67

号

Q
指
定
避
難
所
空
調
設
備
設
置

工
事
で
、
福
田
小
学
校
・
月
の

輪
小
学
校
・
滑
川
中
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
の
体
育
館
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
契
約
だ
が
、
３
か

所
の
内
訳
は
。

A
三
校
一
括
で
発
注
し
て
お
り
、

個
別
の
金
額
等
は
で
て
い
な
い
。

Q
機
械
そ
の
も
の
と
し
て
は
い
く

ら
ぐ
ら
い
の
も
の
を
入
れ
る
の
か
。

A
機
械
工
事
は
、
総
額
で
約
１

億
２
２
０
５
万
円
で
あ
る
。

Q
で
は
一
つ
の
機
械
が
４
０
０

０
万
円
ぐ
ら
い
と
推
測
す
る
。

契
約
金
額
に
対
す
る
補
助
金
の
額

と
、
町
の
実
質
負
担
金
は
。

A
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は

充
当
率
が
１
０
０
％
、
交
付
税
措

置
が
70
％
で
あ
り
こ
れ
を
活
用
す

る
。

討　
　
　

論

議
案
第
59
号

令
和
７
年
度
滑
川
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
の
議
定
に
つ
い
て

反　
　
　

対
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

小川地区衛生組合
議会定例会

比企広域市町村圏組合
議会定例会

期日　令和７年８月 19 日
場所　小川町議会議場

《付議された議案》
〇職員に関する条例の一部改正
〇令和７年度一般会計補正予算
〇�令和７年度一般会計決算の認定

　令和７年度決算では、歳出総額
15億4700万円、歳入総額17億
8000万円。内訳は、衛生費14
億 6800万円、予備費1億1000
万円、総務費7800万円、議会費
173万円等であった。
　条例では、育児休業が時間単位
で申請できる部分休業、病気休暇
に関連する改正があった。

期日　令和７年８月７日
場所　東松山市議会議場

《付議された議案》
○�専決処分の承認（監査委員の選
任）
○�職員の勤務時間、休日及び休暇
に関する条例の一部改正
○�職員の育児休業等に関する条例
の一部改正
○�各会計の繰越金確定等に伴う補
正予算
○�各会計の令和 6年度歳入歳出
決算の認定
※各会計：「一般会計」「消防特別
会計」「斎場及び霊きゅう自動車
事業特別会計」「介護認定及び障
害支援区分審査会特別会計」「公
平委員会特別会計」

期
日　
令
和
７
年
７
月
29
日

場
所　
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻
巣
市
袋
30
）

　

職
員
の
案
内
に
よ
り
、
水
消
化
器
に
よ
る
消
火
体
験
、

最
大
風
速
30
ｍ
の
暴
風
体
験
、
東
日
本
大
震
災
と
同
様
震

度
の
地
震
体
験
、
火
災
に
備
え
た
煙
体
験
や
各
種
展
示
な

ど
を
通
じ
、
災
害
が
起
き
た
時
の
対
応
や
日
頃
か
ら
の
備

え
を
学
習
し
た
。

　

最
近
の
異
常
と

思
え
る
気
象
現
象

の
多
発
、
遠
く
な

い
将
来
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い

る
大
地
震
。
行
政

も
住
民
各
自
も
、

い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
災
害

に
普
段
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
。

期
日　
令
和
７
年
８
月
20
日

場
所　
埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
鳩
山
町
熊
井
）

　

令
和
５
年
３
月
に
竣
工
し
た
鶴
ヶ
島
市
、
鳩
山
町
、
毛

呂
山
町
、
越
生
町
の
１
市
３
町
（
地
区
内
合
計
人
口
約
13

万
人
）
の
ご
み
処
理
を
担
う
ゴ
ミ
焼
却
施
設
を
視
察
し

た
。
処
理
能
力
は
１
３
０
ト
ン
／
日
で
あ
る
。

　

最
新
式
の
高
度
排
ガ
ス
処
理
設
備
を
備
え
た
焼
却
施
設

と
併
設
す
る
高
効

率
ご
み
発
電
施
設

に
よ
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
ま

た
敷
地
内
に
は
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
・

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
・
備
蓄
物
資
も

備
え
、
鳩
山
町
の

指
定
避
難
所
と
も

な
っ
て
い
る
。

期
日　
令
和
７
年
８
月
６
日

場
所　
①
介
護
老
人
保
健
施
設
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
②
埼
玉
森
林
病
院
デ
イ
ケ
ア
「
和
」

　
①
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
他
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
自
立
支
援
を
目

指
す
リ
ハ
ビ
リ
施
設
。

　

②
認
知
症
の
方
の
心
身
機
能
の
回
復
や
維
持
を
図
る
。

複
数
の
医
療
専

門
職
が
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、

症
状
の
改
善
を

支
援
す
る
。

　

ど
ち
ら
の
施

設
で
も
職
員
が

は
つ
ら
つ
と
動

き
、
入
所
さ
れ

て
い
る
方
々
に

温
か
い
声
か
け

を
し
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

介護支援ロボット：立ち上がりをサポートし、
介護者の負担を軽減する

集中管理による施設運営

災害への備え・心構え等を受講
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赤沼　正副　議員　�◦社会的弱者に対する成年後見制度　◦平和啓発事業
小澤　　実　議員　◦農業行政
谷嶋　　稔　議員　◦中学部活動の地域移行　◦町のバリアフリー
井上　　章　議員　�◦消防団員家族福利厚生事業　◦滑川町が保有する災害関係の備品点検　◦公共施

設への太陽光発電

西宮　俊明　議員　�◦福田小学校、月の輪小学校、滑川中学校の体育館へのエアコンの設置状況、宮
前小学校の体育館の建替計画と避難所としての整備計画　◦滑川町の公共施設等
のトイレ整備状況　◦動物愛護の環境整備

阿部　弘明　議員　�◦子ども誰でも通園制度の条例化　◦埼玉県の一歳児加算要件の廃止を求め、町
独自の保育士加配事業の検討を　◦平和事業のさらなる発展を　◦給食費無償化
へ国への要望を　給食の調理を町独自調理への移行を

原　　　徹　議員　�◦滑川町のあるもの探し、なめがわ郷土かるたの活用　◦滑川町手話言語条例の
活用　

中西　文寿　議員　�◦観光推進　◦歩行が困難な方に優しい施設とは
上野　葉月　議員　�◦給食の提供方法　◦宮前小学校体育館　◦小学校の通学バス　◦小中学校の水

泳授業　◦文化スポーツセンター

一般質問

赤赤
あかぬまあかぬま

沼沼  正正
まさのりまさのり

副副  議員議員

問答
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生

派
遣
事
業

平
和
事
業
と
し
て
実
施

で
き
れ
ば
と
考
え
る

問　
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
や
平
和
記

念
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム
の
見
学
を
通
し
、

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
、
広
島
を
生
き
た
人
々
の

想
い
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、
有
意
義
な
事
だ
と
思
う
が
、
教
育

長
の
考
え
は
。

答　
広
島
、
長
崎
ま
た
沖
縄
の
人
々
と
私

達
と
で
は
戦
争
認
識
に
お
い
て
大
き
な
温
度

差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
町
の
子
供
た

ち
が
戦
争
被
災
地
を
訪
れ
、
核
廃
絶
、
不
戦

の
誓
い
、
平
和
を
希
求
す
る
心
の
認
識
を
新

た
に
し
、
平
和
実
現
に
向
け
て
の
行
動
力
を

持
つ
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
教
室
に
お
い
て
も
大
切

な
認
識
、
必
要
な
力
だ
。「
平
和
は
教
室
か

ら
生
ま
れ
る
」
を
合
言
葉
に
、
実
際
の
体
験

や
歴
史
の
学
び
を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
。

問　
町
が
各
種
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

そ
の
根
底
に
は
「
平
和
」
が
あ
る
と
思
う

が
、
平
和
及
び
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学

生
派
遣
事
業
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

答　
人
が
安
心
し
て
日
常
を
営
み
、
子
ど

も
が
未
来
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
全
て

の
人
が
お
互
い
の
尊
厳
を
守
り
な
が
ら
生
き

ら
れ
る
社
会
、
そ
れ
ら
が
備
わ
る
、
備
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
平
和
に
つ
な
が
る
。

行
政
運
営
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
平
和
で
な
け
れ

ば
何
も
で
き
な
い
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
何
で

も
で
き
る
。
こ
れ
が
平
和
へ
の
思
い
だ
。

　
終
戦
80
年
、
沖
縄
県
へ
の
研
修
で
、
ひ
め

ゆ
り
部
隊
の
証
言
ビ
デ
オ
、
対
馬
丸
事
件
の

真
相
、
そ
の
中
で
九
死
に
一
生
を
得
た
年
端

も
い
か
な
い
子
ど
も
か
ら
の
証
言
ビ
デ
オ
や

平
和
に
対
す
る
感
想
文
、
多
く
の
資
料
展
示

等
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
「
や
る
せ
な
さ
、

身
に
つ
ま
さ
れ
る
も
の
」
が
あ
り
、
小
中
学

生
の
感
想
文
は
ど
れ
も
立
派
で
、
感
性
豊
か

な
時
代
に
平
和
に
対
す
る
願
い
や
戦
争
の
悲

惨
さ
、
愚
か
さ
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
、

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
考
え
方
に
な
る
の
か

と
。
沖
縄
の
地
に
町
の
子
ど
も
達
を
連
れ
て

来
た
い
、
或
い
は
派
遣
で
き
な
い
か
と
思
っ

た
。

　
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
事
業
を

実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
前
学
習
や
現
地

で
の
研
修
、
さ
ら
に
研
修
後
の
集
約
や
そ
の

成
果
の
町
民
向
け
報
告
会
を
通
じ
て
、
平
和

事
業
と
し
て
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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問　
中
学
部
活
動
が
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行

す
る
と
、
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
保
護
者
の
負

担
が
増
え
る
か
。
移
行
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
指
導
者
や
コ
ー
チ
の
報
酬
、
活
動
場

所
の
使
用
料
、
傷
害
保
険
の
加
入
に
係
る
保

険
料
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
り
金
額
は
変

わ
っ
て
く
る
が
、
保
護
者
の
負
担
に
な
る
。

町
は
、
令
和
５
年
度
に
「
滑
川
町
部
活
動
の

在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
立
し
調
査
・
研

究
し
て
い
る
。
国
は
、
改
め
て
改
革
実
行
期

間
を
設
定
し
改
革
方
針
を
示
す
見
込
み
。
そ

の
方
針
に
基
づ
き
、
町
と
し
て
の
方
向
性
を

定
め
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

問　
中
学
の
教
員
以
外
の
部
活
動
指
導
員
は

何
人
い
る
か
。
今
後
も
生
徒
た
ち
を
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
部
活
動
指
導
員
で
は
な
く
、
専
門
的

な
技
術
指
導
を
行
う
外
部
指
導
者
を
配
置
し

て
い
る
。
現
在
吹
奏
楽
部
１
名
、
テ
ニ
ス
部

に
３
名
、
陸
上
部
に
１
名
の
合
計
５
名
、
今

後
、
卓
球
部
に
２
名
追
加
予
定
で
あ
る
。
地

域
ク
ラ
ブ
で
引
き
続
き
指
導
を
希
望
す
る
教

問　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正

に
係
る
取
組
に
つ
い
て
。

答　
改
正
に
伴
い
、
地
域
計
画
を
作
成
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

問　
地
域
計
画
は
何
年
計
画
か
。

答　
概
ね
10
年
先
を
見
据
え
た
想
定
計
画

で
あ
る
。

問　
地
域
計
画
に
つ
い
て
今
後
の
取
組
は
。

答　
産
業
振
興
課
だ
け
で
な
く
農
業
委
員

会
や
関
係
機
関
と
連
携
を
行
い
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
思
い
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

今
後
も
農
業
が
継
続
し
て
い
く
た
め
に
地
域

計
画
は
随
時
修
正
を
行
っ
て
い
く
。

問　
町
内
に
設
定
さ
れ
た
地
域
計
画
の
、

地
区
数
と
農
地
面
積
は
。

答　
10
地
区
を
設
定
し
た
。
町
内
農
地
面
積

約
８
９
５
ha
に
対
し
、
６
５
４
ha
を
設
定
、

農
地
面
積
の
率
と
し
て
73
・
１
％
で
あ
る
。

問　
今
後
の
農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
つ

員
に
つ
い
て
は
、
指
導
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
、

兼
職
兼
業
の
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。

問　
電
動
車
椅
子
な
ど
を
利
用
し
て
駅
に

向
か
っ
て
電
車
に
乗
る
人
を
見
か
け
る
。

森
林
公
園
駅
南
口
に
通
じ
る
歩
道
は
、
草

が
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
少
あ
り
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
歩
行
の
安
全
面
か
ら
草

刈
り
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
要
望
が
あ
れ

ば
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

答　
質
問
の
森
林
公
園
駅
南
口
に
通
じ
る

歩
道
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
く
。

問　
シ
ニ
ア
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
杖
を

利
用
し
て
い
る
方
か
ら
歩
道
の
傾
斜
を
無

く
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
が
あ
る
。

傾
斜
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

答　
個
別
の
箇
所
で
す
り
つ
け
等
の
対
応

が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

問　
車
椅
子
で
入
り
に
く
い
投
票
所
は
あ
る
か
。

答　
入
り
に
く
い
と
い
っ
た
声
は
い
た
だ

い
て
い
な
い
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

い
て
の
取
組
は
。

答　
埼
玉
県
農
業
大
学
校
に
出
向
い
て
就

農
相
談
の
実
施
や
滑
川
農
産
物
直
売
所
で
開

催
さ
れ
る
農
業
祭
で
農
業
相
談
を
行
っ
て
い

る
。問　

現
在
の
農
業
従
事
者
が
、
継
続
し
て
農
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
町
が
支
援
を
し

て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
年
度
実
施
し

て
い
る
「
農
業
者
向
け
滑
川
町
物
価
高
騰
対
策

事
業
者
支
援
金
」
は
あ
り
が
た
い
施
策
で
あ
る
。

国
内
外
の
情
勢
に
よ
り
肥
料
や
薬
剤
、
生
産
用

資
材
や
農
業
機
械
、
燃
料
価
格
等
全
て
の
物
価

が
高
騰
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
稲
栽
培
農
家
に

目
を
向
け
る
と
近
年
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
大
量
発

生
し
て
お
り
被
害
拡
大
の
懸
念
が
あ
る
。
さ
ら

に
は
令
和
の
米
騒
動
と
い
っ
た
農
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
く
、
農
業
行
政
の
総
合
的
な
施

策
推
進
が
求
め
ら
れ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答　
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
今

後
も
応
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
な

い
。
こ
の
た
め
、
農
家
の
意
向
や
思
い
を
聞

い
て
い
く
中
で
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

水
稲
栽
培
向
け
の
病
害
虫
対
策
等
の
予
算
処

置
を
考
え
た
い
。

小小
お ざ わお ざ わ

澤澤  実実
みのるみのる

  議員議員

問答
今
後
の「
農
業
行
政
に
つ
い

て
」

農
業
は
、今
後
も
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、重
要
で
あ
る

谷谷
や じ まや じ ま

嶋嶋  稔稔
みのるみのる

  議員議員

問答
中
学
部
活
動
地
域
ク
ラ
ブ

移
行

国
の
改
革
方
針
に
基
づ
き

方
向
性
を
定
め
る
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消
防
団
員
家
族
福
利
厚
生
事
業

に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
消
防
団
員
家
族
福
利

厚
生
事
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
。

答　
現
在
比
企
管
内
で
は
す
べ
て
の
消
防

団
で
実
施
し
て
い
な
い
状
況
で
、
再
開
す
る

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
。
た
だ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
行
い
、
今
後
希
望
が
あ
れ
ば
予

算
化
も
含
め
て
検
討
す
る
が
、
消
防
本
部
の

動
向
な
ど
、
引
き
続
き
比
企
管
内
の
他
の
消

防
団
の
状
況
も
確
認
し
て
い
く
。

町
が
保
有
す
る
防
災
関
係
の
備

品
点
検

問　
エ
ン
ジ
ン
照
明
や
発
電
機
な
ど
、
こ

れ
ら
の
機
器
は
燃
料
を
使
用
す
る
特
性
上

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
可
欠
だ
が
、

定
期
的
な
点
検
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
動
作
確
認
が
必
要
な
機
器
な
ど
は
、

月
に
一
回
エ
ン
ジ
ン
始
動
を
行
い
使
用
で
き

る
事
を
確
認
し
て
い
る
。
町
の
防
災
行
政
無

線
な
ど
専
門
的
な
知
識
や
資
格
が
な
い
と
管

理
が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者

と
の
保
守
点
検
を
委
託
し
て
対
応
し
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

問　
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
太
陽

光
発
電
の
設
置
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
現
在
、
実
施
設
計
を
策
定
中
で
あ
る
。

昨
年
度
に
策
定
し
た
基
本
設
計
に
も
太
陽
光

発
電
は
設
置
す
る
計
画
を
し
て
い
る
た
め
今

年
度
策
定
予
定
の
実
施
設
計
で
も
災
害
時
に

備
え
、
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
公
共
性
の
高
い
町
内
の
集
会
所
へ
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
の
設
置
状
況
は
。

答　
町
内
29
か
所
の
地
域
集
会
所
が
あ
る

が
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
る
集
会
所
は

な
い
。
今
後
の
町
の
考
え
方
、
方
向
性
と
し

て
は
、
既
存
の
公
共
施
設
は
古
い
施
設
が
多

く
、
設
置
す
る
に
は
施
設
の
大
規
模
修
繕
も

必
要
な
こ
と
か
ら
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
新
た
に
建
設
す
る
施
設
に
つ
い
て
は

費
用
対
効
果
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
。

要望 

公
共
性
の
高
い
集
会
所
な
ど
へ
、
太
陽
光

や
蓄
電
池
な
ど
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

小
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
設
備

問　
福
小
、
月
小
、
滑
中
の
進
捗
状
況
は
。

答　
今
議
会
で
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
議
決
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

問　
宮
小
の
検
討
状
況
は
。

答　
建
て
替
え
の
方
針
。
着
工
ま
で
年
数
が

か
か
る
。
町
長
か
ら
「
建
て
替
え
ま
で
の
間

の
空
調
設
備
の
設
置
」
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
に
と
い
う
指
示
を
受
け
、
現
在
、
ユ
ニ
ッ

ト
型
空
調
機
器
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

問　
各
要
望
が
実
現
で
き
な
い
か
。

答　
①
図
書
館
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
段
差

は
検
討
し
解
消
し
た
い
。

②
総
合
体
育
館
の
多
目
的
ト
イ
レ
扉
の
改
修

は
困
難
。
可
能
な
範
囲
で
の
改
善
を
検
討
す

る
。

③
月
の
輪
小
校
舎
内
の
第
２
学
童
の
女
子
和

式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
来
年
度
予
算
で
検

討
す
る
。

④
滑
川
ま
つ
り
等
の
際
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
を
開
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

員
の
配
置
な
ど
が
可
能
か
協
議
し
て
い
く
。

動
物
愛
護
の
環
境
整
備

問　
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
の

実
績
は
。

答　
申
請
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
相

談
者
に
寄
り
添
い
、
早
め
に
連
絡
頂
け
れ
ば

多
め
の
枚
数
に
も
対
応
す
る
。
申
請
時
の
写

真
添
付
が
難
し
い
場
合
は
実
績
報
告
時
に
ま

と
め
て
提
出
い
た
だ
く
な
ど
今
後
も
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

問　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
導
入
・

活
用
が
で
き
な
い
か
。

答　
今
後
近
隣
市
町
村
の
活
用
状
況
を
参

考
に
検
討
す
る
。

問　
動
物
愛
護
週
間
に
啓
発
事
業
を
実
施

で
き
な
い
か
。

答　
実
施
し
て
い
く
。

井井
いのうえいのうえ

上上  章章
あきらあきら

  議員議員

問答
消
防
団
員
家
族
福
利
厚
生

事
業
の
再
開
は

消
防
団
員・ご
家
族
の
意
向

を
最
優
先
に
検
討
し
て
い
く

西西
にしみやにしみや

宮宮  俊俊
としあきとしあき

明明  議員議員

問答
宮
前
小
学
校
体
育
館

の
空
調
に
つ
い
て

ユニッ
ト
式
空
調
設
備

を
設
置
の
方
向
で
！

宮前小学校の体育館
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問　
郷
土
か
る
た
に
は
滑
川
町
の
あ
る
も
の

が
満
載
。
こ
れ
を
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
等

に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

答　
町
を
知
る
教
材
と
し
て
最
も
適
し
た

も
の
の
１
つ
と
捉
え
小
学
１
年
生
全
員
に
配

付
。
か
る
た
大
会
の
他
、
１
年
生
の
昔
遊
び

３
年
生
の
町
探
検
等
で
活
用
。
公
民
館
教
室

や
寿
学
級
等
で
も
活
用
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

「
ふ
る
さ
と
滑
川
町
」
を
知
り
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
郷
土
か
る
た
に
読
ま
れ
て
い
る
遺
跡
・

文
化
財
・
名
所
・
言
い
伝
え
な
ど
を
観
光

振
興
に
活
用
し
て
い
る
か
。

答　
谷
津
田
米
に
か
る
た
の
絵
を
使
用
。

東
松
山
・
比
企
広
域
観
光
推
進
協
議
会
が
Ｊ

Ａ
Ｆ
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
実
績
あ
り
。

問　
過
去
に
作
成
さ
れ
た
「
滑
川
郷
土
か

る
た
散
策
マ
ッ
プ
」の
現
在
の
活
用
状
況
は
。

答　
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

問　
町
制
施
行
30
周
年
で
作
成
さ
れ
た

「
滑
川
町
ふ
る
さ
と
散
歩
道
」
の
状
況
は
。

「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

基
準
引
き
上
げ
を
国
に
求
め
て

問　
来
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
が
始
ま
る
。
町
は
国
に
対
し
て

人
員
配
置
や
設
備
な
ど
の
基
準
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
条
例
化
に

あ
た
り
事
業
者
や
保
護
者
と
の
協
議
の
場

を
設
け
る
事
な
ど
を
求
め
る
。

答　
国
は
適
正
な
公
定
価
格
を
設
定
す
る

も
の
と
考
え
る
。
保
育
所
連
絡
会
な
ど
で
説

明
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

町
は
県
に
「
一
歳
児
加
算
の
要
件

を
廃
止
せ
よ
」
の
要
望
を

問　
埼
玉
県
の
一
歳
児
加
算
の
要
件
「
登

降
園
管
理
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
」
等
の
撤
廃
を

求
め
る
べ
き
だ
。
撤
廃
し
な
い
場
合
は
町

独
自
で
保
育
士
の
加
配
へ
の
補
助
事
業
を

行
う
べ
き
だ
。

答　
県
に
対
す
る
要
望
は
行
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
登
降
園
管
理
が
未
利
用
の
園
と
は
協

議
を
進
め
る
。
町
独
自
の
保
育
士
加
算
、
加

配
事
業
は
行
わ
な
い
。

答　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
教
育
委
員
会
事

務
局
の
文
化
財
マ
ッ
プ
に
掲
載
。

要望 

郷
土
か
る
た
に
読
ま
れ
て
い
る
文
化

財
・
名
所
等
に
つ
い
て
観
光
案
内
看
板
等
を

作
成
す
る
な
ど
し
て
、
森
林
公
園
来
場
者
等

よ
り
多
く
の
人
に
滑
川
町
を
知
っ
て
も
ら
い

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

手
話
言
語
条
例
の
活
用
状
況

問　
条
例
制
定
後
の
活
用
状
況
は
。

答　
「
滑
川
町
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
」「
手

話
講
習
会
」「
手
話
普
及
リ
レ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
等
を
開
催
し
て
い
る
。

要望　

聴
覚
障
害
者
だ
け
で
な
く
全
て
の
障

害
者
、
高
齢
者
、
小
児
、
外
国
人
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
欲
し
い
。

政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
参

加
」
の
要
望
を

問　
町
長
か
ら
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

再
検
討
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
、

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
行

う
事
を
要
望
す
べ
き
だ
。「
被
爆
ア
オ
ギ

リ
」
の
植
樹
を
求
め
る
。

答　
政
府
は
米
国
と
平
和
条
約
を
結
ん
で

い
る
た
め
条
約
へ
の
参
加
は
で
き
な
い
方

針
。
一
自
治
体
が
外
交
上
の
問
題
に
口
を
挟

む
の
は
適
切
で
は
な
い
。
平
和
首
長
会
議
を

通
じ
て
間
接
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。
既

に
、
被
爆
樹
木
２
世
の
苗
木
の
配
布
・
育
成

事
業
の
実
施
は
検
討
し
て
い
る
。

国
の
給
食
費
無
償
化
を
機
に
学
校

給
食
を
町
直
営
調
理
方
式
に

問　
国
は
来
年
度
か
ら
小
学
校
給
食
の
無

償
化
を
行
う
方
針
。
こ
れ
を
機
に
学
校
給

食
を
直
営
方
式
へ
切
り
替
え
を
。

答　
直
営
方
式
へ
の
切
り
替
え
は
財
政
負

担
が
大
き
い
。
国
の
無
償
化
が
行
わ
れ
て
も

現
状
で
は
困
難
。

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

問答
「
誰
で
も
通
園
」の
基
準

引
き
上
げ
を

国
の
基
準
設
定
は
適
正

原原
はらはら

  徹徹
とおるとおる

  議員議員

問答
な
め
が
わ
郷
土
か
る
た
の

一
層
の
活
用
を
！

教
育・観
光
の
両
面
に
お
い

て
今
後
も
活
用
し
て
い
く
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問　
東
松
山
・
比
企
広
域
観
光
推
進
協
議

会
と
の
協
議
内
容
は
。

答　
こ
の
協
議
会
で
は
、
比
企
地
域
を
「
一

つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
捉
え
、
観
光
に
関

す
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
も
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
外
国
人
向
け
に
伊
古
の
里
を
紹
介
す

る
素
晴
ら
し
い
動
画
を
見
た
が
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
辿
り
着
け
な
い
。
こ
の

よ
う
な
質
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
よ
り

多
く
の
人
に
視
聴
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
該
当
の
動
画
は
、
滑
川
町
農
泊
推
進

協
議
会
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

同
協
議
会
に
視
聴
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
他
団
体
が
独
自
に
作

成
し
た
映
像
に
つ
い
て
も
、
相
互
リ
ン
ク
が

可
能
と
な
る
よ
う
依
頼
し
て
い
く
。

歩
行
が
困
難
な
方
に
優
し
い
施

設
と
は

問　
町
役
場
の
正
面
玄
関
の
階
段
中
央
に

あ
る
ス
ロ
ー
プ
は
勾
配
が
急
で
、
車
椅
子

で
の
利
用
は
危
険
に
感
じ
る
が
、
設
置
目

的
は
何
か
。
ま
た
、
階
段
に
は
手
す
り
を

設
置
で
き
な
い
か
。

答　
埼
玉
県
で
は
、
１
９
９
５
年
に
「
埼

玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
ス
ロ
ー

プ
の
勾
配
を
１
／
12
と
規
定
し
て
い
る
が
、

滑
川
町
役
場
庁
舎
は
１
９
８
１
年
に
建
築
さ

れ
、
正
面
玄
関
中
央
の
ス
ロ
ー
プ
は
当
時
の

基
準
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
階
段
の
手
す
り
は
今
後
調
査
・
研
究
す
る
。

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
に
は
、
当
事
者
の
声
を
聞
き
、
そ
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

関
係
部
署
の
職
員
が
車
椅
子
に
乗
り
、
実

際
の
不
便
さ
を
体
験
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
は
検
討
で
き
る
か
。

答　
施
設
管
理
を
行
う
職
員
が
車
椅
子
に

乗
っ
て
体
験
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
新
入
職
員
研
修

の
一
部
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
埼
玉
県
内
で
全
面
委
託
方
式
で
給
食

を
提
供
す
る
市
町
村
は
八
潮
市
と
滑
川
町

の
み
で
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
の

配
置
が
な
い
の
も
同
じ
２
市
町
の
み
だ
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
取
り
組
む
自
治
体

が
評
価
さ
れ
て
い
る
中
、
滑
川
町
は
そ
の

選
択
肢
さ
え
持
て
な
い
。
町
は
、
全
面
委

託
方
式
を
選
択
し
続
け
る
の
か
、
町
独
自

の
給
食
献
立
作
成
や
、
自
校
方
式
ま
た
は

セ
ン
タ
ー
方
式
の
調
理
設
備
を
将
来
的
に

作
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
当
面
の
間
は
全
面
委
託
方
式
を
継
続

す
る
。
現
在
の
委
託
先
で
は
町
独
自
の
献
立

対
応
は
不
可
能
で
あ
り
、
委
託
先
の
変
更
も

困
難
。
町
給
食
は
昭
和
53-

54
年
く
ら
い
に

保
護
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
始
ま
っ

た
。
早
期
導
入
の
要
望
に
町
が
応
え
、
施
設

整
備
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
全
面
委
託
方
式

で
ス
タ
ー
ト
。
そ
こ
か
ら
長
い
歴
史
を
も
っ

て
現
在
ま
で
至
る
。
ま
た
新
た
に
ス
タ
ー
ト

を
切
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
、
自
校
方
式
ま

た
は
セ
ン
タ
ー
方
式
の
導
入
は
、
財
政
負
担

が
大
き
く
困
難
だ
。

問　
“
子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
”
を
掲
げ

る
の
で
あ
れ
ば
、
他
自
治
体
が
や
っ
て
い

る
こ
と
を
全
て
や
る
べ
き
だ
。
町
長
に
聞

く
。
献
立
や
給
食
に
つ
い
て
、
他
の
自
治

体
が
何
十
年
も
や
っ
て
い
る
事
を
滑
川
町

は
や
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
、
は
っ

き
り
言
っ
て
、
そ
れ
し
か
な
い
。
現
状
、
地

産
地
消
は
叶
わ
な
い
。
私
は
給
食
を
食
べ
て

い
な
い
世
代
だ
。
孫
に
給
食
は
ど
う
か
い
つ

も
聞
い
て
い
る
。
そ
の
答
え
は
、
給
食
は
楽

し
み
だ
し
美
味
し
い
よ
っ
て
言
っ
て
く
れ

る
。
私
は
現
状
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
よ

そ
の
自
治
体
が
や
っ
て
い
る
か
ら
同
じ
よ
う

に
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
こ
れ
は
土
台
無
理

だ
。宮

前
小
体
育
館
の
施
設
計
画

問　
昭
和
48
年
建
設
、
建
替
計
画
は
あ
り

用
地
取
得
済
み
。
そ
れ
が
な
ぜ
進
ま
な
い

の
か
。
施
設
整
備
の
中
で
の
優
先
順
は
。

答　
教
育
施
設
の
中
で
、
宮
小
体
育
館
は

か
な
り
上
位
で
あ
る
。

要望
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
使
う
施
設
で
避
難

施
設
で
も
あ
る
。
早
期
の
建
設
を
要
望
す
る
。

中中
なかにしなかにし

西西  文文
ふみとしふみとし

寿寿  議員議員

問答
谷
津
沼
農
業
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
向
け
た
計
画
は

農
業
体
験
や
農
業
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
準
備
を
進
め
て
い
る

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

問答
他
自
治
体
同
様
、独
自
献
立
と

自
前
給
食
調
理
を
す
べ
き
で
は

ど
だ
い
無
理



次の定例会予定は

12月２日（火）～
編集後記
９月議会では、令和６年度決算審査が行われました。前年度３月に決
まった予算がどのような変化を伴って実行されたのか、前年度との違い
は何か、財政は健全か、などをそれぞれの視点から審議します。６年度
の一般会計決算額は、当初予算と比較して 13.3％の伸びとなり、過去最
高額。町の税収は過去最高額と同水準です。
あなたの支払った税金はどのように使われているのか。
ぜひ議会傍聴にお越しください。お忙しい方のために、音声配信もし
ています。� （上野　葉月）

○�議会への町民の皆さんのご意見・
ご感想を募集します。
○�いただいたご意見・ご感想を紙面
に掲載させていただくため、議員
よりご連絡を差し上げることがご
ざいます。

≪ご意見・感想はこちらまで≫

↑�町のホームページ入力フォーム

※�内容の欄に≪議会だより感想≫
と必ずご記入ください。
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０
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この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。
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皆さんの声を
聴かせてください！

表紙の写真　福田小学校稲作体験　９月 16 日　稲刈り作業

６月1２日　田植え
福田小5・6年生が一本一本手で植えて、自然と触れ合い、泥の感触を五
感で感じます。

８月31日　鳥
と り い

井沼下にある田んぼ！

鳥井沼（とりいぬま）
米づくりの水源確保のため「谷

や つ
津」地形を生かし作られたため池を「谷

や つ
津

沼
ぬま
」といいます。沼下の水田には、標高差により水が供給されます。そこ

で採れたお米が「谷
や つ だ
津田米

まい
」です。

なめがわ郷土かるた
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　小学校における稲作体験は、子どもたちが日本の主食であるお米がどのように作られるかを実際に体験し、食や農業
について深く学ぶための教育活動です。滑川町では、宮前小学校と月の輪小学校でも同じように稲作体験を行っています。
特に福田小学校では、昔ながらの農法にもこだわり、天日干し「はんで掛け（はざ掛け・はぜ掛け）」を行います。
　稲作体験により、お米が食卓に届くまでの大変さを知り、食べ物を大切にする気持ちや、生産者への感謝の心が育ち
ます。多くの人と協力して農作業を行うことで、協調性や連帯感が養われ、時間をかけて育てたお米を収穫する達成感は、
大きな自信につながります。また、農家の方や地域住民に指導者として協力していただくことは、世代を超えた地域社会
への関心も高めます。子どもたちは、お米がたくさんの人の手間と時間をかけて作られていることを実感するのではな
いでしょうか。

協力団体　谷津の里・NPO 法人沼と里山・JA 埼玉中央・滑川総合高等学校（環境部）


